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Main Sequencce
• Slope : 星形成効率の質量依存性
• Scatter : gas accretion史 => burstiness
銀河形成のプロセス(AGN feedback, gas accretion, outflow)を反
映する => シミュレーションのチェックに使える
でも、観測バイアスがいろいろある

MOSDEF銀河
‐ 261天体
‐ 1.4<z<2.6
‐ Ha 星形成率、Balmer Decrementで補正
⇒ 星形成率の指標や、ダスト吸収補正の手法でどのくらいMSが影
響を受けるのかのデモンストレーション

●MSのscatter：0.2‐0.36dexくらい
HaSFR‐M*のscatterがUVSFRにくらべ0.05dex大きい
• UV luminosityはSED‐Stellar Massと相関があるため
• Haが出る時間が短い(<10Myr)ので、見ている時期によって大きくばらつく(0.03‐

0.1dex : Hopkins+14, etc)
HaSFR－M*でみられているintrinsic scatterの原因は？
• シミュレーション予想では0.12dex (Dutton+10)
• ガス降着や星形成史のばらつきが、シミュレーションで考えているよりはるかに

大きい？
●MSの傾き：0.59‐0.65
過去の観測では0.3‐1まで大きくばらつく
• E(B‐V) stellarとE(B‐V)lineの違い
• Extinction curveの違い(Calzetti, CCM,

Reddy+15)
• 赤い銀河を入れるか入れないか
• Balmer吸収の補正(Hbで最大15%)
• Dust extinctionが大きいものを落としている

←UV+IR


